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	1) 消化器疾患全領域を対象として、適確な診断や最適で患者様に優しい治療を実践しています。
	2) 内視鏡では、最先端の内視鏡やカプセル内視鏡を導入し、当科で内視鏡検査・治療を受けた患者様は年間4千人以上と、東海地区でも屈指の患者数です。
	3) 肝疾患では、肝炎・肝硬変や肝癌に対し最新の経口剤療法やラジオ波熱凝固療法を多数施行するとともに、肝硬変に対する栄養療法を基軸とした総合管理、肝移植前の検査なども行っています。また、「肝炎相談支援センター」を 開設し、県内の肝疾患の診療ネットワークの中心的な役割を果たしています。
	4) 膵炎、劇症肝炎、クローン病などの難病に対しても、新しい治療法を実施しています。
	5) 肝炎の治療反応性を予測する遺伝子診断（薬剤耐性変異）を用いたテーラーメイド医療、非アルコール性脂肪性肝炎に対する鉄制限食、酢酸散布を併用した拡大内視鏡による癌の診断などの最先端で独自性のある医療を推進しています。
	6) 三重県随一の臨床試験担当科として多くの治験を実施し、最新の治療薬へのアクセスを提供しています。
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